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	現代文芸コース教員紹介 (1/2)
	マヌエル・アスアへアラモ先生
	専門分野：比較文学と翻訳論、
	　　　　 世界文学論、
	世界におけるラテンアメリカ文学、
	日本文学の流通

	荒井裕樹先生
	専門分野：マイノリティの文学・文化、
	　　　　 マイノリティの社会運動史、
	　　　　　人物評伝・ノンフィクションの執筆

	岩川ありさ先生
	専門分野：現代日本文学、
	　　　　 フェミニズム、
	クィア批評、
	トラウマ研究

	小野正嗣先生
	専門分野：現代フランス語圏文学、
	世界文学論、
	文芸創作

	市川真人先生
	専門分野：主として日本の20世紀以降の文学
	　　　　 と、その環境としての紙メディアから
	電子媒体まで

	菊池有希先生
	専門分野：日本の近現代詩を中心とする
	比較文学


	現代文芸コース教員紹介 (2/2)
	草野慶子先生
	専門分野：20世紀ロシア文学、
	　　　　 比較文学

	小松史生子先生
	専門分野：ポピュラー文芸論

	松永美穂先生
	専門分野：現代ドイツ文学・翻訳論

	堀江敏幸先生
	専門分野：創作（小説・批評・エッセイ）

	橋本一径先生
	専門分野：イメージ文化史


	マヌエル・アスアヘアラモ先生
	専門分野：比較文学と翻訳論、
	　　　　 世界文学論、
	世界におけるラテンアメリカ文学、
	日本文学の流通
	(参考：2025年度春学期 現代文芸演習)
	(参考：2025年度秋学期 現代文芸演習)

	荒井裕樹先生
	専門分野：
	マイノリティの文学・文化、
	マイノリティの社会運動史、
	人物評伝・ノンフィクションの執筆
	(2026年度春・秋学期 現代文芸演習)
	副題
	社会運動家のテキストを読む


	市川真人先生
	専門分野：主として日本の20世紀以降の文学と、
	　　　　 その環境としての紙メディアから電子媒体まで
	(2026年度春・秋学期 現代文芸演習)
	※2027年度は特別研究期間のため休講
	授業概要
	実践的な批評の執筆をめぐるプラクティスを行なう。テキストと批評の関係はもとより、批評の／としてのメディアや、その射程についてなど、複合的な要素を踏まえて書くこととは何かを実践に結びつけてゆく。
	※対面ハイフレックスで行いますが、最大で7回、moodleを利用してのオンラインでの授業を行います。
	到達目標
	事前・事後
	学習の内容
	授業計画
	成績評価
	学期冒頭に定める発表順に応じて、発表者は発表内容を事前に提出・共有し、発表者以外の者は、発表内容に加えてとりあげられるテキスト等を読んでおくこと。
	毎回、発表者を決めて実際の（広義の）批評文を執筆し、輪読のうえ講評および討議を行なう。
	発表、執筆物、出席状況を複合して評価する。


	岩川ありさ先生
	専門分野：現代日本文学、
	　　　　 フェミニズム、
	　　　　 クィア批評、
	トラウマ研究
	(2026年度秋学期 現代文芸演習)


	小野正嗣先生
	専門分野：現代フランス語圏文学、
	　　　　 世界文学論、
	文芸創作
	(2026年度秋学期 現代文芸演習)


	菊池有希先生
	専門分野：日本の近現代詩を中心とする比較文学
	(2026年度春学期 現代文芸演習)
	副題 授業概要
	ティモシー・モートン『自然なきエコロジー』を読む
	ティモシー・モートン(Timothy Morton, 1968-)のEcology without　Nature (2007) は、自然という概念を抜きにエコロジカルな思考を展開することの可能性を追求したラディカルな環境批評の書である。ここでモートンが新しい環境哲学・環境詩学の構築に当たって「自然」に替えて有効なものとして提唱しているのが、「周囲のもの、とりまくもの、世界の感覚」を意味する「アンビエンス」という概念である。
	　本演習では、モートンのEcology without Nature の邦訳（篠原雅武（訳）『自然なきエコロジー―来たるべき環境哲学に向けて』以文社、2018）を履修者全員で輪読し、モートンの「アンビエンス詩学」の考え方を理解することを目指す。輪読の方法としては、履修者各々にテキストの担当箇所を割り当て、その要約を作成してきてもらい、それを全体で共有して理解を確かなものにしてゆく。テキスト読了後は、履修者各自が自身の興味・関心に応じて選んだ文芸テクストについて、モートンの「アンビエンス詩学」の考え方を援用して分析・考察したことを発表してもらうというかたちで進めてゆく。
	到達目標

	(2026年度秋学期 現代文芸演習)
	副題 授業概要
	吉本隆明の詩を読む
	一昨年は吉本隆明（1924―2012）の生誕百年に当たる年であったが、それを記念して岩波文庫から『吉本隆明詩集』が刊行された。吉本隆明は文学論・作家論から政治思想・経済思想論、時事評論から宗教論・文明論まで、実に幅広く著述・発言をおこなった戦後日本を代表する知識人の一人である。彼は戦後直ぐの時期に詩集『固有時との対話』（1952）、『転位のための十編』（1953）を刊行して以降、1960年代、70年代、80年代にも詩集を刊行し、詩人としても継続的に活動した。
	　今回刊行された岩波文庫版の蜂飼耳による「解説」にある通り、「思想家として論じられることが多い吉本隆明（一九二四年―二〇一二年）の詩の仕事は、これから改めて読み直される必要がある」。そうした観点から、本演習では、蜂飼耳（編）『吉本隆明詩集』（岩波文庫）をテキストとして、本書に収載された作品を中心に精読してゆきたい。演習の進め方としては、前半の回で吉本の詩について論じた幾つかの先行論を読み、主要な論点を確認したうえで、後半の回では履修者が各々の興味・関心をもとに選んだ作品について発表をするというかたちを考えている。
	到達目標



	草野慶子先生
	専門分野：20世紀ロシア文学、比較文学
	(2026年度春学期 現代文芸演習)
	動物／動物性と文芸研究１
	上記「授業概要」に記した内容について一定の理解と知見を持つこと。
	(2026年度秋学期 現代文芸演習)
	動物／動物性と文芸研究２
	上記「授業概要」に記した内容について一定の理解と知見を持つこと。


	小松史生子先生
	専門分野：ポピュラー文芸論
	(2026年度春・秋学期 現代文芸演習)
	副題
	ポピュラー文芸の国際的研究
	授業概要
	　本演習は、ポピュラー文芸を国際的視野および学際的視野をもって横断的に研究することを目的としています。領域をまたいで共通するモチーフやテーマに基づいて、受講生各自の研究対象に紐づくポピュラー文芸作品を選び、テクスト分析を行います。
	　ポピュラー文芸をジャンルとして捉えれば、ホラー、ミステリ、SF、冒険物、時代小説、伝奇小説、ファンタジーといった分野が対象となるでしょう。一方、ベストセラーとなった作品として捉えれば、純文学も範疇に入って来ます。何をもってポピュラー文芸と名指すのかについての考察も、本演習の重要な課題です。
	　2027年度は、近年いっそうジャンルの幅を広げているミステリとホラー、そしてその両ジャンルを橋渡しする幻想ファンタジーを取り扱います。春学期は女性探偵が活躍する国内外の現代ミステリ、秋学期は世界的なホラー・ブームの傾向を具体的な作品から抽出していきます。
	①文学作品が言説コードによって成立していることを深く理解し、その言説コードの形成には、その当時の社会構造・認識概念が関わっているこ
	　とを具体的に説明できるようになる。
	②同時代の社会現象を人々がどのように咀嚼し、物語構造に投影・受容しているかを分析し、各方面の言説場におけるリテラシーを養うことがで
	きるようになる。
	到達目標
	事前・事後
	学習の内容




	橋本一径先生
	専門分野：イメージ文化史
	(2026年度春・秋学期 現代文芸演習)


	堀江敏幸先生
	専門分野：創作（小説・批評・エッセイ）
	(2026年度春学期 現代文芸演習)
	(2026年度秋学期 現代文芸演習)


	松永美穂先生
	専門分野：現代ドイツ文学・翻訳論
	(2026年度春学期 現代文芸演習)
	副題
	授業概要
	複数言語による執筆とエクソフォニー
	この授業では、世界のなかで複数言語による執筆を行っている作家に注目し、彼らの作品に触れる。まずは多和田葉子について、近年出されているさまざまな多和田葉子論を作品と合わせて読んでいく。他にも李琴峰やリービ英雄、温又柔、グレゴリー・ケズナジャットなどを参照する。
	到達目標
	複数言語による執筆について、どのような事例があるかを知り、それぞれの文学的特徴を考察する。
	事前・事後
	学習の内容
	発表の準備はもちろん、共通テクストを読む必要もあるので、ある程度の予習が求められる。
	(参考：2025年度秋学期 現代文芸演習)
	副題
	授業概要
	「詩」と「詩論」多和田葉子を中心に
	「詩」というジャンルでの表現をめぐって、現代ではさまざまな実験的創作が行われている。この授業では多和田葉子の初期から現在に至る詩を読みつつ、シュールレアリズムとの関係や、ドイツ語を使った言葉遊び、ツェランやエルンスト・ヤンドルなどの影響を見ていくと同時に、言葉はいつ「詩」になるのかという大きな問題についても考える。
	到達目標
	「詩」を意識しつつさまざまなテクストを読み、「詩」を成り立たせるものについて考える。

	事前・事後
	学習の内容


	過去の入試問題
	早稲田大学入学センターの以下のサイトで過去3年分の問題の閲覧が可能です。

	https://www.waseda.jp/inst/admission/graduate/past_test/
	よくあるご質問 (1/2)
	[答] 教科書として特に共通したものはありませんが、強いて言えば、理論書を読むより、文学史を読みつつ、古典とされる文学作品に広く親しんでほしいと思います。また修士の授業についてお知りになりたい場合は、HPの教員紹介の頁に各教員が担当する科目のシラバスが公開されていますので、そちらを参考になさってください。

	よくあるご質問 (2/2)
	◇入学後、修士論文の研究テーマが変わっても大丈夫ですか。
	[答] 問題はないです。むしろ、入学後に学び、新たな分野に触れることで、軸はぶれなくても、研究内容が変化する事のほうが多いと思います。
	◇院生の進路についてはどのような選択肢がありますか。
	[答] 卒業生の進路には、高校の教員（国語）、地方公務員、国際交流基金、出版社、ゲーム会社、翻訳エージェント、大学職員、他大学院（博士後期課程）、NHKなどがあります。
	◇大学院を事前に訪問することはできないですか。
	[答] 入試前に先生に直接会いに来ることは、入試の公正性という観点から避けてほしいのですが、雰囲気を感じるために助手・助教が在室する現代文芸コース室を訪問することは可能です。
	場所　:　早稲田大学 戸山キャンパス33号館 7階 704号室 12:00〜18:00
	開室時間 :  月～金
	E-Mail :  bungeijournalism3238@gmail.com


	現代文芸コースでお会いしましょう！

